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要 約

サラブレッド種の第一指骨矢状面の骨折の治療法は骨折線の長さが１５mmを超えるものは外科手術が適用と

されることが多い。今回、骨折線の長さが１５mmを超えるものを保存療法と薬物治療を行ったところ、良好な

結果が得られた。牡、１歳５カ月齢の競走馬がレースに出走した。その後、レースに出るために競馬場にて調

教中に左前肢第一指骨の骨折と診断された。ギプス固定のみで様子を見るも著変は認められず、ティルドロン

酸（ティルドレン、CEVA Sante Animale, France）１mg／kgを静脈内投与した。投与してから２週間後にレン

トゲン検査を行ったところ、骨折線がほとんど見えなくなり、また第一指骨近位背側面に骨膜反応等も認めら

れなかった。
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サラブレッド種の第一指骨矢状面の骨折の治療法は骨

折線の長さが１５mmを超えるものは外科手術が適用と

されることが多い［１］。また、第一指骨骨折の多くは前

肢に起こる不完全骨折で矢状面を含むといわれてい

る［２］。長い骨折（＞１５mm）のものは外科手術が適用

とされる。今回、骨折線の長さが１５mmを超えるもの

を保存療法と薬物治療を行ったところ、良好な結果が得

られた。

症 例

サラブレッド種、牡、１歳５カ月齢、体重約５００kg。

レースに一度出走後、調整中に骨折を発症した。オーナー

は手術を希望せず、患馬はギプス固定を施された後北海

道に搬送された。再度レントゲン検査を実施したところ、

骨折線１５mmを大幅に超える左前肢第一指骨矢状面の

不完全骨折が確認された（図１）。

治 療

骨折はギプスで固定された。レントゲン検査にてなる

べく定期的に状況を把握した。第１４病日の検査では骨折

線に大きな変化は見られなかった（図２）。キャスト固

定を連続して７週間装着し続けると関節下や海綿骨、皮

質骨に骨減少症を引き起こす可能性があるとの報告［３］

に基づき、破骨細胞の働きを抑制することを期待し、第

４３病日でティルドロン酸（ティルドレン、CEVA Sante

Animale, France）１mg／kgを生理食塩水１l に溶かし

静脈内に投与した。第６３病日に再度レントゲン検査を
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図１ 第１病日でのレントゲン写真
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行ったところ、背掌側像においては骨折線をほとんど確

認できず、また外内側像においては第一指骨背側近位に

骨膜反応あるいは軟骨下嚢胞の形成も見られなかった

（図３）。その後、ギプス固定からバンデージによる圧

迫固定に切り替えた。本症例は蹄叉腐爛のためその後数

日は跛行、熱感を呈していたがそれが治癒されると、跛

行、熱感とも消失した。

考 察

馬の第一指骨矢状面の骨折は骨折線の長さにより保存

療法かあるいは外科的介入が必要かを決定されることが

多い。今回、本来であれば外科手術適用症例であるが、

薬物治療を含む保存療法により良好な結果を得ることが

できた。ティルドレンの主な作用は破骨細胞の骨吸収を

抑制することである。これまでに報告された疾病例は、

舟状骨とその周辺部の病気（いわゆるナビキュラー病）、

飛節の遠位足根関節の骨関節炎、胸腰椎の骨融解などに

対し使用されており、比較的良好な結果が得られてい

る［４－６］。

本症例においても結果は良好なものであった。しかし

いくつか考慮すべき問題点が存在する。第一にあげられ

ることとして、投与を行った時期が遅かったため今回の

骨折の治癒が果たしてティルドレンの影響によるか疑問

が残る。Ellisらは第一指骨矢状面における不完全骨折

の症例を保存療法のみで２カ月間休養したところ、その

結果は骨折部に仮骨の形成が認められたものの跛行、骨

折部の圧迫痛や球節部の屈曲痛は認められなかった、と

報告している［７］。このことからティルドレンにより骨

折治癒が促進されたとは言い難い。また Denoixらは慢

性に経過した症例より急性の症例に投与されたものの方

が結果は良好であったことを報告している［４］。しかし

骨折の治癒過程の初期には炎症期があり、これは骨折後

２～３週間続くとされている。この過程が妨げられると

その後の骨折修復に悪影響を与えると言われている［８］。

ティルドレンは抗炎症作用を有するため、この点を加味

すると骨折してすぐにティルドレンを投与することはあ

まり好ましいことではないかもしれない。

第二には、本症例はまだリハビリ途中のためレースに

は出走していない。今後、再発が起こるかどうかは注意

して観察する必要があるだろう。以上のような問題を解

決するためにはさらなる研究が必要であろう。

今回の症例においてはティルドレンにより骨折治癒が

促進することを示すことはできなかったが、骨折によっ

て起こりうる続発症を防ぎうることが示唆された。第一

指骨の不完全骨折において外科手術を選択しない際には、

キャストによる固定とティルドレンの投与を併用するこ

とが望ましいと思われる。また、ティルドレンが骨折の

治癒過程を促進することが証明されれば、同様の症例に

対してはもちろんのこと管理することが比較的難しい症

例（例えば第一指骨の粉砕骨折）に対してプレートによ

る固定に加えてティルドレンを投与することで、骨折の

治癒過程を促進し、副作用（プレートの破損や感染症）

の危険性を抑えることも期待できると考えられた。
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図２ 第１４病日でのレントゲン画像

図３ 第６３病日でのレントゲン画像
矢印の箇所に骨膜反応や軟骨下嚢胞の形成はみられなかった。
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